
令和５年度 学 校 経 営 方 針

徳島県の基本方針 未知社会の創り手として果敢に挑戦する、夢や志あふれる「人財」の育成

阿南市の教育理念 認めあい 支えあい 未来につなぐ 学びの和

岩脇小学校の校訓 自立・創造

１ 学校教育目標 笑顔 感謝 貢献

笑 顔
（自尊感情に支えられた笑顔）
○小さな成功体験を積み重ねる

○小さな感動を積み重ねる
○自分の価値に気づく
○他者の価値に気づく
○自分への自信が生まれる

感 謝 貢 献
（周りの人の支えに気づく感性） （誰かに役立とうする意欲）

○家族に支えられている ○家族に役立つことがてきた喜び
○友だちがいるから頑張れる ○友だちのために頑張る喜び
○地域の方が見守ってくれている ○地域に役立つ喜び

○先生方が支えてくれている ○先生に褒められる喜び
○自分が一人ではないという気付き ○善行が常に賞賛される環境

○素直に「ありがとう」が言える ○その集団（家族・学級・学校・地域）
○周りの人が味方だと思える に属する喜びと誇りが生まれる

めざす学校像 一人ひとりを大切に育てる学校
○笑顔があふれる学校
○活力に満ちた学校
○安全安心で美しい学校
○地域とともにある学校

めざす子ども像 強く 優しく 真剣に
○健康で強くたくましい子ども
○思いやりのある優しい子ども

○自ら学びよく考える子ども
○失敗を恐れず挑戦する子ども

めざす教師像 子どもを伸ばし、成長する教師
○教育者としての自覚・誇り・情熱を持つ教師

○研修に努め、創意工夫で成長する教師
○子どもに力をつけ信頼される教師
○連携・協働して課題解決に向かう教師



２ 学校経営方針

（１）これまで積み上げてきた「取組」を徹底する。
（２）学校・家庭・社会（地域）の連携と協働を重視する。
（３）教職員の連携と協働を大切にする。

（前提として）

・教育活動の中心に子どもをおく。
・あらゆる方向からの児童理解を基盤とした教育活動を行う。

（具体的に）

・本年度の重点目標に記載

３ 本年度の重点目標

（１）学力の向上
・「岩小っ子授業のルール 5つのやくそく」を徹底する。

・体験的な学習推進のために、出前授業や地域と連携した学習を積極的に取り入れる。
・これまでのNIE実践を活かし、実践を継続するとともに、自分の考えを進んで説明しよ
うとする表現力の育成に努める。

・授業のユニバーサルデザイン化を推進する。
・家庭との連携・協働を一層強化し、主体的で自主的な学習習慣や読書習慣の定着を図る。
・ＩＣＴを効果的に活用することによって、基礎学力の定着を図るとともに、対話的な意

見の交流を図る。

（２）人権教育・道徳教育の充実
・「岩小っ子生活のルール 6つのやくそく」を徹底する。

・「多様性を認め合い、互いの人権を大切に共に生きようとする児童の育成」の研究を深
める。

・教育活動全体を通して充実を図り、態度化、行動化に結びつける。

・いじめや仲間はずしを絶対に許さない学級・学校の土壌づくりに努める。
・特別支援教育の推進と啓発に努める。

・子どもが何でも相談しやすい雰囲気・環境づくりに努める。

（３）学校・家庭・地域の連携と協働
・学校・学級だより、学校HP等を積極的に利用し、学校からの情報発信に努め、学校

への理解と協力を促進する。
・地域の教育力や教育資源のさらなる開発・発掘に努める。

・地域や保護者と連携した防災教育の推進を図る。
・可能な限り、家庭や地域と目標を共有し、一体となって子供たちを育む。
・地域を愛し、地域に貢献できる児童の育成を目指して、地域とのさらなる連携を深める。

（４）職員研修の充実
・教師としての自覚と誇りを高め、資質や指導力の向上と成長を目指す。

・所属教職員個々の長所・持ち味を互いに認め合い、生かし合う。
・報告・連絡・相談を密に行い、組織として教育を展開する。
・「学習指導要領」が示す、「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善を行う。


